
明
治
後
期
の
工
場
生
産
、

　
　
　
1
動
カ
機
と
経
営
形
態
の
分
析
1

有佐松

田
　
　
芳
　
　
郎

藤
　
　
正
　
　
広

　
　
富
　
美
　
子

（17）　明治後期の工場生産

＊
本
稿
は
、
明
治
期
の
工
揚
・
会
社
の
個
別
デ
ー
タ
の
再
集
計
に
よ
る

一
連
の
分
析
の
一
環
で
あ
る
。
基
礎
と
な
。
た
デ
ー
タ
は
、
松
田
・
有
囲

等
の
開
発
し
て
き
た
企
業
・
工
場
統
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
松
田
〔
一
九

八
一
〕
）
と
、
佐
藤
の
編
成
し
た
集
計
量
デ
ー
タ
に
よ
る
産
業
別
生
産

額
デ
ー
タ
（
松
田
・
佐
藤
〔
一
九
八
四
〕
）
で
あ
る
。
計
算
機
に
よ
る

デ
ー
タ
の
集
計
処
理
は
経
済
研
究
所
計
算
機
室
で
、
有
田
が
分
担
し

た
。

1
　
明
治
期
の
経
済
発
展
の
意
義

　
明
治
維
新
以
後
の
経
済
発
展
が
ど
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か

は
、
明
治
維
新
が
何
で
あ
っ
た
の
か
、
換
言
す
れ
ば
、
江
戸
期
の

経
済
発
展
が
何
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
間
麺
と
切
り
離
す
こ
と
が

出
来
な
い
。
そ
こ
で
は
、
近
代
工
場
制
工
業
の
発
展
が
・
ど
こ
迄

在
来
の
ま
た
は
明
治
維
新
前
の
工
業
生
産
か
ら
独
立
し
た
も
の
で

あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
何
等
か
の
形
で
連
続
し
た
、
ま
た
は
、

依
存
し
た
発
展
で
あ
つ
た
の
か
が
争
点
の
一
つ
に
な
る
。
こ
こ
で

は
、
そ
の
問
に
対
し
て
、
直
接
的
解
答
を
与
え
る
の
で
は
な
く
、

明
治
ニ
ハ
年
「
農
商
務
通
信
規
則
」
の
「
工
場
表
」
調
査
以
来
の

統
計
調
査
改
善
の
集
大
成
で
あ
る
明
治
四
二
年
「
工
場
統
計
報
告

規
則
」
に
よ
る
明
治
四
二
年
「
工
場
統
計
表
」
関
連
デ
i
タ
の
再

編
成
に
よ
っ
て
、
間
接
的
な
照
明
を
あ
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
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研
～
そ
れ
が
江
戸
末
期
の
在
来
型
の
工
業
生
産
の
果
し
た
役
割
を

影
法
師
の
様
に
誇
大
に
写
し
出
し
た
か
否
か
は
、
今
後
の
検
討
に

ま
ち
た
い
。

　
「
工
場
統
計
報
告
規
則
」
の
意
義
　
明
治
四
二
年
の
工
場
統
計

調
査
は
一
そ
れ
迄
の
明
治
二
七
年
来
の
「
工
場
票
」
に
よ
る
個
票

調
査
と
は
・
H
調
査
範
囲
を
工
場
の
常
雇
職
工
人
員
十
人
以
上
の

規
模
か
ら
、
五
人
以
上
に
拡
大
し
た
こ
と
と
、
⇔
初
め
て
生
産
額

を
調
査
し
た
点
で
大
き
く
変
っ
て
い
る
。

　
こ
の
調
査
規
模
の
拡
大
に
よ
る
統
計
数
値
の
時
系
列
比
較
の
断

層
は
、
規
模
別
集
計
表
で
知
る
こ
と
の
出
来
る
表
も
あ
る
が
、
府

県
別
・
業
種
別
詳
細
表
は
、
規
模
別
集
計
が
な
い
の
で
時
系
列
比

較
を
す
る
上
に
は
間
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
五
人
以
上
九
人

の
規
模
が
果
し
て
「
近
代
」
工
場
生
産
の
工
場
を
把
握
し
た
の
か
、

在
来
的
職
人
作
業
場
を
包
み
こ
む
こ
と
に
な
つ
た
の
か
は
、
明
ら

か
で
な
く
、
従
っ
て
こ
の
調
査
に
よ
る
生
産
額
の
意
味
を
不
分
明

に
し
て
い
る
。

　
従
っ
て
「
工
場
統
計
表
」
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
に
は
、
こ
の
デ

ー
タ
で
示
さ
れ
て
い
る
も
の
が
何
で
あ
る
か
を
十
分
に
吟
味
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
工
場
毎
の
デ
ー
タ
の
再
集
計
　
明
治
四
二
年
の
工
場
統
計
調
査

の
調
査
対
象
の
工
場
一
覧
表
は
、
明
治
四
四
年
に
「
工
場
通
覧
」

と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
約
三
万
二
千
の
工

場
デ
ー
タ
を
計
算
機
可
読
型
デ
ー
タ
・
フ
ァ
イ
ル
に
編
成
し
、
さ

ら
に
別
箇
の
資
料
か
ら
編
成
し
た
約
一
万
の
会
社
リ
ス
ト
型
デ
ー

タ
と
結
合
し
苧
そ
の
結
養
に
約
二
千
の
会
社
が
、
約
二
千
四

百
工
場
を
経
営
し
、
会
社
類
似
団
体
の
経
営
工
場
を
含
め
て
も
五

千
二
百
の
工
場
が
、
団
体
所
有
工
場
に
過
ぎ
ず
、
残
り
の
二
万
七

千
の
工
場
は
個
人
所
有
工
場
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
即

ち
工
場
と
い
っ
て
も
、
そ
の
資
本
調
達
の
様
式
と
し
て
は
、
個
人

の
家
産
と
し
て
蓄
穫
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
　
こ
の
工
場
毎
の
再
集
計
可
能
デ
ー
タ
に
は
、
前
記
の
工
場
所
有

者
に
関
す
る
事
項
や
所
在
地
の
他
に
、
男
女
別
職
工
人
員
、
原
動

機
の
種
類
別
台
数
と
実
馬
カ
数
、
創
業
年
、
主
要
生
産
品
目
名
が

あ
る
。
こ
れ
迄
の
公
表
業
種
別
統
計
で
は
、
職
工
従
業
員
規
模
階

層
デ
ー
タ
か
、
都
遭
府
県
別
デ
ー
タ
し
か
得
ら
れ
な
か
つ
た
が
、

こ
れ
等
の
多
重
集
計
表
と
さ
ら
に
原
動
機
種
類
別
．
実
馬
カ
数
別

多
重
集
計
表
デ
ー
タ
を
編
成
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
つ
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
当
時
の
「
工
場
」
と
呼
れ
る
も
の
の
実
態
が
何
で
あ

　
－
　
っ
た
の
か
を
、
今
少
し
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ



（19）　明治後期の工場生産

＾
3
）る
。
以
下
の
分
析
は
、
こ
の
様
な
多
重
集
計
表
を
作
成
し
、
さ
ら

に
こ
れ
等
と
接
合
し
う
る
生
産
価
額
デ
ー
タ
を
再
編
集
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
こ
の
点
を
検
討
し
た
縞
果
で
あ
る
。

　
（
1
）
松
囲
〔
一
九
八
一
〕
、
冒
算
署
ρ
芭
〔
一
九
八
二
〕
、
松
田
・
佐
藤

　
　
〔
一
九
八
四
〕
参
照
。

　
（
2
）
　
同
種
の
試
み
の
先
駆
的
作
業
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
山
口
・

　
　
寺
島
〔
一
九
五
三
〕
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
続
く
一
連
の
再
集
計
が

　
　
古
島
〔
一
九
六
三
〕
〔
一
九
六
六
〕
で
あ
る
。
特
に
古
島
敏
雄
教
授

　
　
の
推
計
は
、
本
稿
と
同
じ
「
工
場
通
覧
」
の
明
治
三
七
年
値
に
よ
る

　
　
も
の
を
含
ん
で
い
る
。
い
づ
れ
も
手
集
討
で
あ
り
、
そ
の
労
は
、
わ

　
　
れ
わ
れ
の
作
業
の
比
で
は
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　
（
3
）
　
明
治
三
三
年
の
値
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
松
田
〔
一
九
八
一
〕

　
　
を
参
照
さ
れ
た
い
。

n
　
近
代
工
業
と

「
在
来
」
工
業
の
区
分

　
一
　
工
場
生
産
の
定
義

　
近
代
工
業
と
在
来
工
業
と
を
区
分
す
る
際
に
、
暗
々
裡
に
仮
定

さ
れ
て
い
る
の
は
、
在
来
工
業
と
い
う
の
は
、
家
内
制
手
工
業
で

あ
り
、
工
場
生
産
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
工

場
生
産
と
い
う
時
の
「
工
場
」
と
は
何
か
と
い
う
と
、
作
業
場
内

分
業
が
成
立
し
て
お
り
、
そ
の
統
計
的
測
定
の
た
め
の
操
作
概
念

と
し
て
は
、
多
人
数
の
同
時
作
業
す
る
作
業
場
が
あ
る
こ
と
で
あ

っ
た
り
、
何
等
か
の
形
で
人
カ
以
外
の
動
カ
機
を
保
有
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
り
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
調
査
す
る
の
で
は
な
く
、

既
存
の
統
計
調
査
結
果
を
利
用
す
る
時
は
、
実
際
に
ど
の
様
な
操

作
概
念
に
置
換
ら
れ
て
調
査
さ
れ
た
か
が
不
分
明
な
こ
と
が
多
く
、

「
農
商
務
統
計
表
」
や
「
帝
国
統
計
年
鑑
」
に
「
工
場
」
と
し
て

集
計
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
工
場
で
あ
る
と
い
っ
た
処
理
が
な
さ

れ
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
問
題
は
、
作
業
場
規
模
が
、
職
工

十
人
以
上
か
ら
五
人
以
上
に
な
づ
た
時
、
調
査
対
象
と
な
る
作
業

場
の
内
実
は
、
産
業
業
種
に
よ
っ
て
大
き
く
異
っ
て
い
る
は
ず
で

あ
る
。
ま
た
動
カ
機
と
い
っ
て
も
、
人
カ
か
ら
の
解
放
が
、
畜

カ
・
水
カ
・
風
カ
の
利
用
で
あ
っ
た
時
、
ま
た
水
カ
の
利
用
が
一

度
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
さ
れ
た
時
と
で
は
、
論
者
の
立
場
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

よ
っ
て
、
そ
の
意
義
が
大
き
く
変
っ
て
く
る
。
い
づ
れ
に
し
て
も
、

こ
れ
迄
は
、
そ
の
よ
う
な
分
析
を
可
能
に
す
る
統
計
的
デ
ー
タ
は
、

現
存
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
原
動
機
の
種
類
と

職
工
規
模
の
組
み
合
せ
だ
け
で
も
、
統
計
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
と
、

か
な
り
の
情
報
量
の
増
加
に
な
る
と
恩
わ
れ
る
。

　
原
動
機
の
種
類
の
組
合
せ
　
利
用
さ
れ
て
い
た
原
動
機
は
一
工

場
か
な
ら
ず
し
も
一
種
類
で
は
な
か
っ
た
。
公
表
統
計
で
は
、
原
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細分類

o1日本水箪

　第1表各趣原動機の組合わせ

li〕組合わせパターンによる分類表

　　　　　　　　　　　　中分類

02日本水取・夕一ビン式・ペルトン式

03日本水箪

21日本伝統

04日本水〕華1タービン式

05　　　　　夕一ビン式・ペルトン式

06

皿7　　　　夕一ビン式

22日本・西洋

23西洋

皿島汽籔

09 24石巌

lo汽鋼蒸気

l1ガス

12　　石油

13ガス・石抽

15発電像・π動機（宮家〕

16　　　皿動蝋自家） 欠楓有

25ガス

26石油

27｛25・26〕

2菖自家発電

l1簑篤二1：ll1灘…丁一

21発電儀 0斑燈のみ

犬分類＾

ヨ1水軍

32蒸気

33内燃機関

34電力

動
機
を
用
い
な
い
工
場
約
二
万
三
千
と
、

犬分類B

41水車

42蒸気

43内燃機関

44電カ

一
種
類
の
み
の
工
場
約

七
千
六
百
と
二
種
類
以
上
の
も
の
約
千
五
百
と
に
分
れ
て
い
る
が
、

そ
の
区
分
毎
に
他
の
属
性
値
も
集
計
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
チ
ー
ム
・
ユ
ノ
、
ノ
ソ

こ
の
統
計
調
査
で
の
原
動
機
の
種
類
は
、
「
汽
　
　
機
」
（
蒸
気
機

　
　
　
ガ
ス
ェ
ソ
ノ
ソ
　
　
　
オ
イ
ル
・
エ
ノ
．
ノ
ノ

関
）
、
「
瓦
斯
発
動
機
」
、
「
石
油
発
動
機
」
（
内
燃
機
関
）
、
「
西
洋

形
水
車
」
（
タ
ー
ビ
ン
式
と
ペ
ル
ト
ン
式
の
二
種
）
、
「
目
本
形
水

車
」
、
「
自
家
発
電
」
の
電
カ
に
よ
る
と
「
他
ヨ
リ
電
カ
ノ
供
給
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
3
　
貞
　
－

受
ク
ル
」
の
二
区
分
の
「
電
動
機
」
、
「
英
他
」
の
九
種
類
と
発
電

　
　
　
　
　
　
　
ダ
イ
ナ
　
モ

能
カ
に
関
す
る
「
発
電
機
」
で
あ
る
。
こ
の
区
分
に
従
っ
た
「
工

場
通
覧
」
の
個
別
工
場
の
デ
ー
タ
を
再
集
計
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

前
記
の
二
種
類
以
上
の
組
み
合
せ
が
、
ど
の
よ
う
な
組
み
合
せ
で

あ
る
か
を
類
型
化
出
来
る
。
結
果
は
、
第
一
表
に
示
し
た
が
、
こ

の
結
果
を
ど
う
解
釈
す
べ
き
か
、
不
分
明
な
所
も
あ
る
。
例
え
ば

自
家
発
電
に
よ
る
モ
ー
タ
ー
を
所
有
し
な
が
ら
発
電
機
の
な
い
の

は
、
後
者
の
記
載
も
れ
な
の
か
、
前
者
が
、
他
か
ら
供
給
を
受
け

た
の
の
誤
記
載
な
の
か
定
か
で
は
な
い
。
ま
た
自
家
発
電
の
発
電

機
が
あ
っ
て
、
モ
ー
タ
ー
の
な
い
の
は
、
誤
記
入
．
記
入
も
れ
の

可
能
性
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
電
燈
用
に
使
用
し
た
と
解
釈
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。
一
応
そ
れ
ぞ
れ
の
類
型
を
意
味
の
あ
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

と
し
て
取
り
扱
っ
て
お
く
。

　
再
集
計
の
結
果
、
無
動
カ
エ
場
は
、
二
三
、
二
一
九
工
場
、
二

八
一
、
三
一
五
職
工
で
あ
る
。
こ
れ
に
、
電
燈
用
の
み
の
発
電
機

使
用
と
推
定
し
た
四
一
工
場
を
加
え
る
と
、
二
三
、
二
六
〇
工
場
、
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一橘論叢第92巻第3号（22）

第1図 原動機種類別・創立年別工場数

眼讐1
ノ無幼カ

別

刎
蝸
刎

25

21・別

24・〃

7242

捌立
工場数
10．000

無醐カ

1，000

0
4
1
一
〇
0

0
2
2
2
2

1

10

25

全
体
の
三
五
・
二
二
％
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
等
の
無
動
カ
エ
場

の
六
ニ
ニ
一
三
％
が
、
こ
れ
迄
の
「
工
場
統
計
」
の
対
象
外
の
十

人
未
満
工
場
で
あ
る
。
さ
ら
に
三
十
人
未
満
を
加
え
る
と
九
四
．

九
％
に
及
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
日
本
型
水
車
に
の
み
動
カ
を
依
存

す
る
工
場
一
、
五
八
四
の
内
、
職
工
規
模
十
人
未
満
の
も
の
は
、

四
七
・
ニ
ニ
％
、
三
十
人
未
満
と
す
る
と
八
四
・
七
八
％
に
達
す

21・24

1867　18？3迄　　1883迄　　　1893迄1醐迄190ヨ迄
以前注＝原動睡パターンは第1測i〕を参照．

｛年〕

1912迄

を
変
え
て
み
る
と
、

の
電
力
依
存
型
に
区
分
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
鉄
遣
網
が
張
り
め

ぐ
ら
さ
れ
る
以
前
の
日
本
の
交
通
輸
送
が
、
水
運
依
存
型
で
あ
り

そ
れ
は
明
治
三
十
年
代
の
府
県
の
会
社
分
布
に
反
映
し
た
資
本
蓄

積
の
行
わ
れ
て
い
る
繁
栄
地
の
地
域
分
布
で
も
知
る
こ
と
が
出
来

｛
3
）る
。
こ
の
水
系
の
果
す
役
割
の
重
要
性
は
、
水
車
依
存
と
い
う
婆

る
。
こ
の
無
動
カ
と
日
本
型
水
車
に
の
み
依

存
す
る
も
の
を
合
せ
る
と
、
工
場
総
数
の
七

六
・
八
一
％
、
職
工
総
数
の
三
九
・
○
O
％

を
占
め
て
い
る
。
職
工
規
模
三
十
人
未
満
に

隈
定
し
た
と
し
て
も
、
工
場
数
の
七
二
・
三

七
％
、
職
工
総
数
の
二
七
・
三
七
％
に
及
ん

で
い
る
。
こ
れ
等
の
諸
工
場
の
創
立
年
で
再

分
類
す
る
と
、
他
の
類
型
と
比
較
し
て
、
創

業
年
の
古
い
も
の
が
多
く
、
し
か
も
明
治
以

前
の
創
業
が
無
視
出
来
な
い
比
璽
を
占
め
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
等
の
工
場
群
が

「
在
来
工
業
」
に
属
す
る
と
推
定
さ
せ
る
根

拠
と
な
る
。

　
原
動
機
の
種
類
別
組
み
合
せ
類
型
を
視
角

水
カ
依
存
型
と
内
燃
機
関
依
存
型
と
他
か
ら
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（23）　明治後期の工場生産

で
も
現
わ
れ
て
い
る
。
動
カ
源
の
、
こ
の
自
然
地
理
的
条
件
の
制

約
か
ら
脱
す
る
の
は
、
石
炭
・
石
油
と
い
っ
た
内
燃
機
関
の
普
及

に
よ
っ
て
で
あ
り
、
そ
の
過
程
を
加
速
す
る
の
は
、
電
カ
の
他
か

ら
供
給
に
依
存
す
る
電
動
機
の
広
が
り
で
あ
る
。
電
動
機
と
い
っ

て
も
、
自
家
発
電
に
依
存
し
て
い
る
隈
り
は
、
他
の
内
燃
機
関
と

組
み
合
せ
利
用
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
必
要
投
下
資
本
量
は
大
き
く

な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
水
系
依
存
の
諸
工
場
二
、
二
四
五
の
な
か
で
、
水
カ
以
外
の
原

動
機
と
組
み
合
さ
れ
て
い
る
の
は
、
二
六
．
四
五
％
を
占
め
て
い

る
の
に
対
し
て
、
内
燃
機
関
等
に
依
存
す
る
五
、
六
七
四
工
場
中
、

複
数
の
種
類
の
原
動
機
に
依
存
す
る
の
は
、
三
一
八
で
、
五
．
六

〇
％
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
他
か
ら
供
給
の
電
カ
に
の
み
依
存
し
て

電
動
機
を
使
用
し
て
い
る
も
の
は
、
す
で
に
、
一
、
一
〇
五
工
場

に
達
し
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
は
水
系
に
依
存
す
る
在
来
型
の
動
カ
機
保
有
工
場
も
、

急
速
に
各
種
原
動
機
を
並
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
定
的
な
動

カ
源
に
依
存
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
内
燃
機
関
の
場
合

に
は
、
そ
の
様
な
必
要
性
が
少
い
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
ま
た
蒸

気
機
関
と
異
っ
て
、
他
の
内
燃
機
関
は
、
外
部
電
カ
依
存
の
電
動

機
と
同
じ
に
、
そ
の
小
型
化
に
特
徴
が
あ
り
、
小
規
模
資
本
で
も

設
置
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
従
っ
て
小
規
模
工
場
が
動
カ
化
す
る

た
め
の
手
段
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
こ
の
点
は
職

工
従
業
員
規
模
と
工
場
当
り
の
総
馬
カ
数
と
機
関
種
類
組
合
せ
類

型
の
三
重
集
計
表
を
作
成
す
る
と
よ
り
明
瞭
に
な
る
。

　
（
1
）
　
南
〔
一
九
七
六
〕
の
動
カ
機
の
導
入
の
分
析
を
参
照
。

　
（
2
）
　
「
工
場
通
覧
」
の
動
カ
機
の
個
別
記
載
に
は
誤
記
入
等
種
々
の

　
　
問
題
点
が
合
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
訂
正
の
手
法
等
詳
細
は
、
別

　
　
稿
に
ゆ
ず
り
た
い
。

　
（
3
）
　
こ
の
点
は
、
松
田
〔
一
九
七
六
〕
、
松
田
・
有
困
・
大
井
〔
一
九
八
○
〕

　
　
を
参
照
。
ま
た
舟
運
・
海
運
を
直
接
検
討
し
た
も
の
に
、
梅
村
〔
一

　
　
九
七
九
〕
な
ど
が
あ
る
。
新
保
・
安
揚
〔
一
九
七
九
〕
参
照
。

　
二
　
在
来
工
業
の
比
重
と
分
布

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
「
在
来
工
業
」
で
あ
る
か
近
代
工
場
で
あ

る
か
は
、
単
に
動
カ
化
の
程
度
だ
け
で
は
な
く
、
何
を
ど
の
様
な

生
産
工
程
で
生
産
し
て
い
る
の
か
と
い
う
技
術
的
指
標
を
考
慮
に

入
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
れ
迄
「
工
場
統
計
表
」
を
利
用
す

る
と
き
は
、
そ
こ
で
の
六
大
産
業
分
類
（
製
糸
・
織
物
、
機
械
．

器
具
、
化
学
・
薬
品
、
飲
食
物
加
工
、
雑
業
、
特
別
〔
電
気
、
ガ

ス
、
製
煉
〕
工
業
）
を
そ
の
ま
ま
、
現
行
の
産
業
分
類
と
は
内
実

が
異
る
と
い
う
注
記
程
度
で
使
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
現
行

の
産
業
分
類
と
の
最
大
の
差
は
、
中
・
細
分
類
を
点
検
す
る
と
明
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一橋論叢 第92巷 第3号　（24）

瞭
で
、
産
業
分
類
の
基
本
的
発
想
は
原
材
料
主
義
と
で
も
呼
ぷ
べ

き
も
の
で
あ
っ
て
、
加
工
工
程
や
最
終
需
要
に
は
依
存
し
て
い
な

い
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
中
・
細
分
類
段
階
で
あ
っ
て
も
、
そ

れ
を
組
み
合
せ
て
加
工
工
程
等
の
技
術
的
条
件
、
例
え
ぱ
西
欧
技

術
導
入
型
と
在
来
型
と
い
っ
た
区
分
を
全
業
種
に
亙
っ
て
行
う
の

は
難
し
い
。
以
下
に
於
て
、
動
力
機
の
所
有
様
式
で
、
こ
の
技
術

的
条
件
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
有
動
力
工
場
の
み
の
業
種
は
、

ガ
ス
業
の
み
で
あ
り
、
他
は
ど
の
中
分
類
業
種
で
も
無
動
カ
エ
場

を
抱
え
て
い
る
。
さ
ら
に
細
分
類
に
分
割
し
て
も
、
絹
糸
紡
綬
、

毛
糸
紡
綬
、
麦
酒
の
三
業
種
だ
け
が
、
全
部
有
動
カ
エ
場
で
構
成

さ
れ
る
業
種
に
加
わ
る
に
過
ぎ
な
い
。
逆
に
ど
の
様
な
動
力
も
持

た
な
い
工
場
の
み
の
業
種
と
し
て
は
、
刺
繍
業
が
あ
げ
ら
れ
る
。

漆
器
業
、
真
綿
製
造
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
有
動
カ
エ
場
が
僅
に
二
工

場
と
い
う
点
で
は
、
こ
の
業
種
に
準
ず
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
動
カ
機
の
有
無
で
正
確
に
分
類
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
に
し
て

も
、
動
カ
機
の
種
類
を
加
え
る
と
、
今
少
し
、
こ
の
工
業
の
実
態

を
知
る
こ
と
が
出
来
る
「
先
に
言
及
し
た
様
に
、
水
章
の
み
を
利

用
し
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
大
部
分
が
三
十
人
以
下
の
職
工
規
棲

に
集
中
し
て
い
る
。
水
車
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
規
模
を
拡
大
し

て
い
る
も
の
は
、
蒸
気
機
関
を
併
用
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
に
該
当
す
る
五
四
三
工
場
申
四
八
八
工
場
が
製
糸
業
、
染
色
業

が
ニ
ハ
で
あ
る
。
産
業
大
分
類
の
製
糸
織
物
業
が
全
体
で
五
ニ
ニ

エ
揚
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
業
種
の
原
動
カ
の
特
色
を
知
る
こ

と
が
出
来
る
。
こ
れ
等
の
業
種
以
外
の
業
種
の
な
か
で
水
車
依
存

型
が
ど
の
様
に
分
布
し
て
い
る
か
を
見
る
と
中
分
類
業
種
で
、
三

一
業
種
に
亙
っ
て
い
る
。
こ
れ
等
の
業
種
は
か
な
ら
ず
し
も
無
動

力
工
場
の
比
重
が
高
い
わ
け
で
は
な
い
。
無
動
カ
エ
場
の
比
重
が

高
く
、
し
か
も
水
車
依
存
工
場
の
少
い
業
種
は
、
ガ
ス
・
石
油
等

の
内
燃
機
関
、
他
か
ら
の
供
給
の
電
カ
に
依
る
電
動
機
備
え
つ
け

の
工
場
の
多
い
こ
と
は
、
府
県
別
業
種
分
布
と
合
せ
て
み
る
と
こ

れ
等
の
動
カ
機
が
水
系
依
存
の
自
然
地
理
的
制
約
か
ら
解
放
の
役

を
果
し
て
い
る
と
い
う
先
の
推
論
を
裏
付
て
い
る
。

　
か
つ
て
古
島
敏
雄
教
授
は
、
明
治
三
七
年
の
「
工
場
通
覧
」
デ

ー
タ
を
再
集
計
し
、
農
村
地
域
で
、
農
家
副
業
と
し
て
の
労
働
カ

の
供
給
を
受
け
な
が
ら
、
簡
単
な
動
カ
装
置
で
、
在
来
業
種
的
生

産
を
す
る
工
場
を
、
工
業
の
自
生
的
展
開
と
名
付
け
て
そ
の
重
要

　
　
　
　
＾
三

性
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
迄
の
本
稿
の
分
析
は
、
同
教
授
の
分
析
を

追
認
す
る
と
楽
に
、
在
来
的
工
業
が
農
村
地
域
で
の
展
開
に
留
ら

な
い
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
以
下
そ
の
点
を
今
少
し
明
示
的
に

検
討
し
て
み
る
。
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（25）　明治後期の工場生産

　
三
　
農
家
副
業
労
働
カ
依
存
工
業
と
都
市
型
工
業

　
農
家
の
副
業
と
し
て
工
場
に
通
う
労
働
カ
に
依
存
し
て
、
工
場

経
営
が
成
立
す
る
に
は
、
農
閑
期
の
労
働
カ
で
、
経
営
が
成
立
し

う
る
操
業
日
数
の
確
保
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
第
二
図
は
、
「
工

場
統
計
表
」
の
「
一
箇
年
間
就
業
日
数
」
を
業
種
別
に
図
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
就
業
日
数
は
、
規
模
別
に
も
見
る
こ
と
が
出

来
る
。
業
種
に
よ
っ
て
就
業
日
数
が
異
る
だ
け
で
な
く
、
規
模
別

に
も
大
幅
に
違
っ
て
い
る
業
種
が
あ
る
。
こ
の
「
就
業
日
数
」
が
、

工
場
内
の
平
均
的
な
就
業
日
数
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に

算
定
し
た
の
か
明
ら
ふ
で
な
い
し
、
工
場
の
操
業
日
数
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
「
平
均
月
間
休
業
日
数
」
の
値
の
一
二
倍
と
加
え
て
、

三
六
五
日
に
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
概
し
て
下
ま
わ
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
一
応
個
々
人
の
就
業
日
数
の
代
表
値
で
あ
る
と
み
な
し

て
お
く
。

　
最
も
季
節
労
働
性
の
強
い
稲
作
で
、
播
種
・
田
植
、
稲
刈
・
脱

穀
を
約
三
力
月
と
す
る
と
、
農
家
副
業
と
し
て
工
場
に
出
る
こ
と

の
出
来
る
の
は
、
た
か
だ
か
二
八
○
日
で
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
年
肝

就
業
日
数
二
八
○
日
以
上
の
業
種
は
、
農
家
副
業
と
し
て
の
労
働

カ
に
依
存
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
る
。

　
今
職
工
規
模
十
人
未
満
で
、
二
四
〇
日
以
下
の
就
業
日
数
の
業

種
と
し
て
は
、
製
茶
・
清
酒
等
、
製
糸
、
果
実
水
等
、
食
品
雑
業
、

缶
詰
．
瓶
詰
、
金
属
製
煉
、
製
綿
が
あ
げ
ら
れ
る
。
二
八
○
日
以

下
と
な
る
と
、
さ
ら
に
、
麻
織
、
真
綿
製
造
、
セ
メ
ン
ト
、
煉
瓦
、

洋
紙
、
和
紙
、
パ
ル
プ
等
、
帽
子
、
防
水
布
等
、
経
木
・
麦
稗
真

田
、
た
た
み
、
人
造
肥
料
、
染
料
、
石
鹸
・
蟻
燭
、
精
穀
、
脂
肪

油
（
菜
種
油
）
、
水
産
品
加
工
、
製
材
等
が
あ
る
。
こ
れ
等
は
、

い
ず
れ
も
在
来
業
種
で
し
か
も
農
村
副
業
と
し
て
成
立
し
う
る
業

種
で
あ
る
。

　
一
方
、
職
工
規
模
十
人
未
満
で
、
年
間
就
業
日
数
三
二
〇
日
を

越
す
業
種
、
す
な
わ
ち
週
休
一
日
と
し
て
約
三
一
五
日
で
あ
る
か

ら
、
そ
れ
以
下
の
盆
暮
れ
の
休
日
程
度
の
就
業
日
数
の
業
種
を
見

る
と
、
戸
金
具
、
鉱
物
油
、
芳
香
油
、
チ
ー
ズ
・
燥
肉
等
、
印

刷
．
製
本
業
、
木
管
類
等
、
電
気
業
、
ガ
ス
業
な
ど
で
あ
る
。
在

来
業
種
も
含
む
、
都
市
型
雑
業
と
呼
ぷ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
三
〇
〇
日
以
上
と
す
る
と
、
在
来
手
工
業
中
の
都
市
で
の
職

人
仕
事
に
相
当
す
る
業
種
を
網
羅
す
る
結
果
と
な
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
在
来
工
業
」
と
い
っ
た
場
合
に
は
、
古
島

敏
雄
教
授
の
農
村
で
の
自
生
的
発
展
と
呼
ん
だ
部
分
と
、
伝
統
工

芸
や
、
こ
れ
迄
の
衣
食
住
の
慣
習
に
根
ざ
し
た
都
市
型
の
雑
工
業

の
工
場
数
に
占
め
る
比
重
が
、
極
め
て
高
か
っ
た
こ
と
が
推
論
さ

28？



第2図
凡　　例

産業コード

一橋論叢 第92巻 第3号　（26）

記　号　種　類

●：産業総平均

x1　5－　9人

口110～20人
○：1OO－499人

△　＝500～999ノ㌧

1　　製糸藁
2－1綱糸紡繍
2－2綿糸紡絞

2－3
2－4

3－1

3－2
4
5

麻糸紡繍（ラミー黄麻等）

毛糸紡繍

絹撚糸
綿撚糸
真綿製造棄

製綿窯（繰綿・打綿等〕

ト1絹織物
6－2繍織物
1－3絹綿交織物

6－4　麻織物
6－5　毛織物
6＿6　鍛通及地饒類

←7織物雑類
アー1　糸布ノ染色

7－2　糸布ノ源白・精練・整理

8－1莫大小
8－2　糸組物・紐・禅燈心

9　　刺繍藁
10　　薙　　築

11－1原動機及英附属機械類
11－2金風工用・水工用・染織工

　　　用・其他
11－3　農桑用・採鎮周及粕煉用其

　　　他
12－1船　　舶
12－2僕関庫・電軍等

12－3莱他ノ車輔類
1ト1理化学器・医療器・測量器

　　　英他
ユ3－2　金庫1度量衡器

13－3楽器・写真器類・薬他

13－4電池・電鈴・洋短・電燈

　　　球・共他

13－5工匠呉・農異・土工具・刃

　　　　物類
13－6　雀充一包弓寧5軋英f曲ノ兵暑量乗貢

14－1鉄鋼英他金属材料品

14－2　線索・金鋼・ボルト・ナッ

　　　　トリ・ペツト

14－3鋳鉄管・機械用鋳鉄・其他

14－4　鍋釜・鉄瓶・煽炉其他錬物

　　　類
14－5洋傘骨缶類・パケツ金盟英

　　　他
14＿6
14－7
1ψ一8

1年一9

14＿10

金銀器・鍋器・背銅器

真繊製品1鍛金製晶・葉他

活　　字

戸金具・廼築用又ハ家具用

金物類

其他ノ金風鯉晶

15－1陶磁器及七宝
15－2硝子製品・離鄭

15－3　セメント・石灰・骸炭

15－4煉瓦・瓦・土管・蛸璃レト

　　　ルト等

i卜】
16一＿2

16’3
17

18

19－1
19－2

2ト1

溝紙・藁紙・板紙等

和　　紙

ポルプ共他製紙原料

漆器棄
製革及毛皮精製棄

燐　　寸

火薬・ダイナ甲イ｝・雷

管・導火線・煙火

鉱物油
20－2芳香漉
20－3
2ト4
21

22

23

24

25

26

27

28－1

脂肪油
蟻

製薬棄
謹護製造棄

化粧料品製造藁

石鹸及蟻燭製造棄

染料1塗料・顔料・糊斜類

ノ製造棄

人造肥料製造棄

雑　　棄

滴酒・濁酒・白酒・味淋・

焼酎銘酒

鴉一2麦　．酒
28－3萄禰酒・繕械及酒精含宿飲

　　　料
28一一4

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40－1

酢・衡油・昧嗜

製脇棄
煙草業
型茶菜
糊穀製粉爽

ラムネ1氷・鉱泉藁

菓子製造棄

缶詰瓶詰棄

苗産晶製造棄

永産晶製造棄

維　　葉

日1刷製本箕

堕紙・織物紋紙形紙

40■2廃風・扇子・団扇

41－1型材・挽物・樽・橘・下駄

　　　菓他
41－2箪笥・長持・椅子・卓子菜

　　　他
41－3　鎌・簾・柚織・傘骨・柳行

　　　李葉他
42

43

“一一1

仏一2
45

4←1

皮箪製品葉

羽毛製晶爽

昼表・英麓・花莚

経木及麦程真田

玉石牙骨介甲及角製品棄

製綱製網

46－2　被服英他裁健品

価一3帽　　子
46－4木管類・綜織・飯・拝・パ
　　　　ツキング・葉他

46－5　防水布・油布・ゴム布・擬

　　　革布等
46－6鼻緒・雪駄・笠・爪葦・小

　　　間物莫他

4フ　　宙気棄
4葛　　瓦斯桑
49　　金属精燦棄
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（27）　明治後期の工場生産

第2図 業種別1カ年間就業日数
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旧
…
握
擾
ポ
鰐
窮
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髪
別
萎
胴
鵜
…
繋
萎
器
嚢
絹
…
…
…
乳
…
佃
握
握
菱

れ
る
。
こ
の
様
に
解
釈
す
る
な
ら
ぱ
、
前
記
の
各
業
種
に
亙
っ
て

の
広
範
囲
の
無
動
カ
エ
場
の
存
在
と
い
う
状
況
と
極
め
て
整
合
的

に
解
釈
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
問
題
は
、
こ
の
様
な
「
在
来
工
業
」
的
な
、
し
か
も
「
工
場
」

と
呼
ぶ
よ
り
は
手
工
業
的
作
業
場
と
呼
ぷ
べ
き
工
場
の
広
範
な
存

在
が
、
全
工
場
生
産
工
業
生
産
物
の
ど
の
程
度
の
比
重
を
支
配
し

て
い
た
の
か
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
前
に
、
農
村
に
お

け
る
「
工
場
」
の
状
況
を
今
少
し
検
討
し
て
お
く
。

　
農
村
に
お
け
る
動
カ
機
の
席
在
　
各
種
の
小
規
模
動
カ
機
の
導

入
に
よ
る
農
村
に
お
け
る
工
場
の
動
カ
化
は
決
し
て
孤
立
し
た
現

象
で
は
な
か
っ
た
。
農
村
に
お
け
る
水
車
動
カ
の
広
範
囲
な
存
在

は
、
「
共
武
政
表
」
に
よ
る
精
米
用
の
水
車
の
存
在
と
し
て
、
近

年
注
目
さ
れ
て
い
る
。
明
治
一
五
年
の
五
六
、
○
八
七
台
か
ら
み

る
と
減
少
し
た
と
は
い
え
明
治
四
一
年
で
聖
二
、
七
〇
五
台
に
達

　
　
＾
3
）

し
て
い
る
。

　
動
カ
機
と
し
て
、
こ
れ
に
並
ぶ
重
要
性
が
あ
り
な
が
ら
、
注
目

289



一橋論叢　第92巻　第3号　（28）
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さ
れ
る
事
の
な
か
っ
た
も
の
に
、
農
業
用
水
灌
概
用
・
排
水
用
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

カ
ポ
ン
プ
の
導
入
と
普
及
が
あ
る
。

　
犬
地
主
の
多
い
平
原
水
田
地
帯
・
新
潟
県
な
ど
三
府
三
二
県
に

普
及
し
た
蒸
気
機
関
等
の
設
置
は
、
明
治
四
二
年
で
ニ
ハ
三
箇
所

（
利
用
総
面
積
一
九
、
五
八
四
町
）
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
揚
排

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

水
機
関
の
導
入
は
専
用
の
技
師
・
火
夫
を
高
給
で
雇
っ
て
お
り
、

操
業
日
数
が
年
間
比
較
的
同
時
期
で
短
期
間
（
三
〇
日
前
後
が
多

い
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
等
の
技
師
・
火
夫
は
、
同
時
に
近

在
の
動
カ
機
を
も
動
か
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
現
に
、
こ
の

揚
・
排
水
用
原
動
機
自
体
も
、
精
米
（
東
京
府
）
、
製
紙
（
茨
城

県
）
、
製
糸
（
福
島
県
）
に
未
利
用
時
に
貸
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

等
の
動
カ
機
の
導
入
が
地
主
に
よ
っ
て
営
ま
れ
る
共
同
組
合
形
態

を
と
っ
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
、
動
カ
機
の
導
入
・
日
本
型
水
軍

と
の
組
合
せ
と
い
っ
た
技
術
変
化
が
在
来
工
業
の
枠
内
で
発
生
す



〈29）　明治後期の工場生産

合 計 1農作業計

　日
　4．1

　4．5

9．6

2ア．3

11，4

19，8

18．O

14、ア

23，1

19，0

11．7

62

176．6

　　日

24，2

27，6

21，8

50，8

17，2

24，8

21，1

23，7

29，3

23，0

25．2

2ア．1

308．4

　　　　　　　　第3表明治末期の農家の月別労働日数
1i〕三重県飯南郡松尾村の一農家の戸主

明治45年
　　2月

　　3
　　4
　　5
　　6
　　7
　　8
　　9
　　10

　　11

　　12
犬正2年

　　1
合　　計

稲作鎌養蚕鍵
　日

0．5

2，0

10．3

8，0

12．1

lo．9

5，9

20．2

5．7

0．4

76．0

　日
2．4

2．5

2，8

3．2

1．1

4．9

0．1

5．1

2．9

ユ1．6

6，3

2，6

56．3

日

1I0

9．9

0．8

0．5

3．8

0．5

16．5 27．8

副業‡家

　日
　6，5

14．8

　5．1

　2．2

　1．6

　0．3

　9，9

15，9

59．o

事其他榊

　日
1．5

1．7

0，5

21．0

1．1

0．2

C．8

1．0

1．5

1．2

2．4

2，2

14．2

6，4

58．6

注1廿共有林よりの採薪 ‡ヰ村の共同作業及ぴ林紫労働。

る
下
地
が
十
分
形
成
さ
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
稲
作
農
業
に
必
要
な
労
働
日
数
　
工
場
で
の
就
業
日
数
か
ら

農
業
従
事
の
兼
業
可
能
性
を
推
定
し
た
前
述
の
推
論
を
補
強
す

る
も
の
と
し
て
、
稲
作
農
業
を
営
む
た
め
に
最
低
必
要
日
数
を

　
　
　
　
　
＾
6
〕

推
定
し
て
お
く
。

　
全
国
的
デ
ー
タ
に
よ
る
農
事
暦
に
よ
り
投
下
労
働
国
数
を
推

定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
今
帝
国
農
会
の
「
農
業
経
営
調
査

書
」
の
小
経
営
農
家
の
デ
ー
タ
を
使
用
し
て
、
大
正
一
四
年
の

値
に
つ
い
て
試
算
し
て
み
る
と
、
家
族
一
人
当
り
年
間
稲
作
従

事
日
数
は
、
第
二
表
の
様
に
な
り
、
最
高
が
水
田
単
作
の
北
陸

の
七
〇
日
、
最
低
が
南
九
州
の
三
〇
日
で
、
北
海
道
を
除
く
全

国
値
平
均
は
五
〇
日
余
で
あ
る
。
た
だ
大
正
一
四
年
に
は
す
で

に
近
畿
地
方
を
中
心
に
機
械
が
導
入
さ
れ
錯
働
日
数
が
短
縮
さ

れ
始
め
て
い
る
。
従
っ
て
断
片
的
な
調
査
数
値
で
あ
る
が
、
明

治
末
年
か
ら
大
正
初
め
の
三
重
県
と
離
岡
県
の
事
例
を
検
討
す

る
と
、
や
は
り
第
三
表
の
様
に
、
男
子
一
人
当
り
で
、
最
高
七

〇
日
か
ら
、
最
低
四
〇
日
は
使
用
し
て
い
る
。

　
こ
れ
で
、
兼
業
的
労
働
が
あ
っ
た
際
の
最
小
限
必
要
な
日
数

を
推
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
以
上
の
様
な
資
料
に
基
き
、
わ

れ
わ
れ
は
、
家
族
一
人
当
り
の
年
間
稲
作
労
働
日
数
を
約
八
O

29j
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（3ユ）　明治後期の］二場生産

日
か
ら
九
〇
日
と
、
上
隈
に
近
く
設
定
し
、
先
の
推
論
を
行
っ
て

い
る
。

　
「
工
場
」
概
念
再
論
　
「
工
場
生
産
」
と
呼
ぱ
れ
る
も
の
の
「
工

場
」
の
実
態
を
一
つ
一
つ
確
め
て
行
く
と
「
近
代
工
場
」
と
「
在

来
工
業
の
作
業
場
」
と
い
う
区
分
が
極
め
て
不
分
明
な
も
の
と
な

る
。
明
ら
か
な
こ
と
は
、
日
本
に
こ
れ
迄
な
か
っ
た
製
品
の
生
産

方
式
の
欧
米
か
ら
の
導
入
、
例
え
ぱ
、
鉄
道
で
あ
り
蒸
気
機
関
の

製
造
と
い
っ
た
重
工
業
か
ら
、
ピ
ー
ル
・
パ
ン
と
い
っ
た
食
品
工

業
、
軍
用
を
中
心
と
し
た
帽
子
・
革
カ
バ
ン
・
靴
と
い
っ
た
身
の

廻
り
品
工
業
は
、
「
移
植
産
業
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
生
産
工
程
は
、

導
入
の
当
初
に
於
て
在
来
的
技
術
と
組
合
せ
る
こ
と
が
難
し
く
、

一
括
導
入
と
い
う
形
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
、

調
達
さ
れ
る
べ
き
資
本
金
額
は
、
犬
き
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
く
な

る
し
、
こ
れ
迄
代
々
蓄
穣
し
て
き
た
家
産
の
投
入
以
外
の
方
式
を

と
る
こ
と
が
、
危
険
回
避
の
面
か
ら
も
望
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

会
社
制
度
に
よ
る
工
場
経
営
は
、
こ
の
一
つ
の
現
象
形
態
で
あ
る
。

　
「
近
代
」
工
場
の
「
近
代
性
」
の
今
一
つ
の
指
標
と
し
て
は
、

こ
れ
迄
詳
述
し
て
き
た
動
カ
機
の
導
入
が
あ
る
。
正
確
に
は
、
日

本
型
水
車
か
ら
、
西
欧
移
入
型
動
カ
機
へ
の
代
替
で
あ
る
。

　
こ
の
様
な
経
営
側
の
変
化
に
対
応
す
る
労
働
カ
の
変
化
が
、
労

働
力
の
在
来
的
徒
弟
修
業
的
職
人
労
働
か
ら
、
賃
労
働
へ
の
変
換

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
明
示
的
指
標
は
な
い
が
、
女
子
労
働
力

の
使
用
は
こ
の
現
わ
れ
の
一
つ
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
従
っ
て
、
「
近
代
」
的
工
業
生
産
は
、
経
営
組
織
的
間
魑
と
切

り
離
す
こ
と
が
出
来
ず
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、

「
工
場
統
計
表
」
の
諸
数
値
は
こ
の
様
な
視
点
か
ら
再
集
計
す
る

必
要
が
あ
る
。

（
1
）
　
在
来
工
業
・
近
代
工
業
と
い
っ
た
問
題
に
対
し
て
、
計
量
的
に

　
一
つ
の
解
答
を
与
え
た
も
の
に
犬
川
〔
一
九
六
二
〕
が
あ
る
。
そ
の

　
後
、
中
村
〔
一
九
七
六
〕
、
〔
一
九
七
こ
は
又
別
箇
の
視
角
か
ら
、

　
こ
の
点
の
計
量
的
解
析
を
試
み
て
い
る
。

（
2
）
　
古
島
〔
一
九
六
六
〕
参
照
。

（
3
）
　
梅
村
・
高
松
・
伊
藤
〔
一
九
八
三
〕
参
照
。

（
4
）
　
農
商
務
省
の
明
治
四
一
年
＝
一
月
末
現
在
の
「
農
業
用
揚
水
機

　
調
査
」
に
よ
る
。
（
農
商
務
省
農
務
局
『
農
業
揚
水
機
調
査
』
明
治

　
四
二
年
刊
（
農
務
彙
纂
、
第
二
一
）
。

（
、
b
）
　
な
お
こ
の
種
の
蒸
気
機
関
等
に
つ
い
て
は
、
各
府
県
で
届
出
規

　
定
を
も
う
け
、
災
害
事
故
の
防
止
に
つ
と
め
て
お
り
、
技
師
・
か
ま

　
た
き
等
の
配
置
に
つ
い
て
も
規
定
し
て
い
る
。

　
　
そ
れ
ら
の
詳
紬
は
農
商
務
省
商
工
局
『
工
場
及
職
エ
ニ
関
ス
ル
庁

　
府
県
令
（
原
動
機
、
職
エ
ノ
募
集
周
旋
）
』
（
大
正
六
年
刊
）
（
工
場

資
料
第
五
輯
乙
）
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一橋論叢　第92巻　第3号　（32）

（
6
）
　
集
計
結
果
の
詳
細
は
別
稿
で
示
す
予
定
で
あ
る
が
使
用
し
た
基

　
礎
資
料
は
、
帝
国
農
会
農
業
経
営
部
『
農
業
経
営
調
査
』
全
三
巻

　
（
昭
和
二
年
刊
）
お
よ
ぴ
瀞
岡
県
小
笠
郡
農
会
『
第
二
回
小
笠
郡
農

　
家
経
済
調
査
』
（
大
正
六
年
刊
）
、
三
重
県
農
会
『
農
家
経
済
調
査

　
書
　
自
明
治
四
拾
四
年
至
大
正
拾
年
』
（
刊
年
記
載
な
し
）
で
あ
る
。

皿
　
生
産
額
か
ら
見
た

「
伝
統
」
工
業

　
一
、
産
業
分
類
と
生
産
価
額

　
周
知
の
様
に
、
「
工
場
統
計
報
告
規
則
」
は
、
「
工
場
法
」
と
の

関
連
で
行
わ
れ
た
調
査
と
い
う
側
面
が
あ
る
。
従
っ
て
、
労
働
者

の
労
働
状
況
に
関
す
る
項
目
は
作
表
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
等
を

生
産
額
と
結
ぴ
つ
け
て
集
計
す
る
意
識
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

生
産
額
は
、
府
県
別
の
品
目
毎
の
価
額
と
数
量
め
集
計
表
に
留
っ

て
い
る
。
こ
の
生
産
個
額
統
計
は
、
従
来
産
業
分
類
を
施
し
て
、

工
場
デ
ー
タ
の
産
業
分
類
と
結
び
つ
け
て
解
析
す
る
の
が
常
で
あ

っ
た
。
然
し
、
生
産
品
目
を
工
場
の
産
業
分
類
と
緒
ぴ
つ
け
る
の

は
か
な
ら
ず
し
も
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。
一
つ
の
工
場
は
単
一

の
生
産
物
を
生
産
す
る
の
で
は
な
く
複
数
の
生
産
物
を
生
産
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
主
生
産
品
の
副
産
物
（
耳
－
肩
o
．

ま
o
敦
）
と
し
て
作
ら
れ
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
主
生
産

品
の
分
類
の
な
か
の
細
分
と
し
て
組
み
込
む
こ
と
も
可
能
な
場
合

が
あ
る
。
問
題
を
複
雑
に
す
る
の
は
、
明
治
期
の
複
数
生
産
物
を

生
産
す
る
工
場
の
生
産
に
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
ま
っ

た
く
生
産
品
の
産
業
分
類
と
は
関
係
の
な
い
産
品
の
組
み
合
せ
が

あ
る
こ
と
で
あ
る
。
「
工
場
通
覧
」
に
は
、
工
場
毎
の
主
要
生
産

品
目
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
の
生
産
品
目
の
組
み
合
せ

に
は
、
精
穀
・
精
米
と
紙
生
産
と
い
っ
た
型
で
、
工
場
の
動
カ
と

作
業
場
と
を
共
有
す
る
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
の
季
節
性

に
合
せ
て
別
箇
の
産
業
の
生
産
を
し
て
い
る
と
い
う
以
外
に
は
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

釈
の
つ
か
な
い
様
な
場
合
も
あ
る
。
そ
こ
迄
極
端
で
な
い
に
せ
よ
、

複
数
の
生
産
物
を
作
る
こ
と
が
一
⊥
程
的
に
は
理
解
出
来
る
様
な
品

目
の
組
合
せ
で
あ
っ
た
と
し
て
、
工
場
の
格
付
を
ど
ち
ら
の
業
種

に
決
め
る
か
は
又
別
箇
の
問
題
で
あ
る
。
「
工
場
通
覧
」
に
使
用

し
た
工
場
の
産
業
樒
付
の
基
準
が
何
で
あ
っ
た
の
か
、
今
日
で
は

知
る
す
べ
も
な
い
。
お
そ
ら
く
、
生
産
品
目
別
価
額
中
、
最
大
の

金
額
の
品
目
を
生
産
す
る
産
業
に
楕
付
し
た
も
の
と
推
定
し
て
お

　
○
ノ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
わ
れ
わ
れ
が
知
り
う
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
複
数
生
産
物
を
作

っ
て
い
る
工
場
の
数
と
職
工
数
に
過
ぎ
な
い
。
六
大
産
業
分
類
の

大
項
目
間
に
亙
る
異
っ
た
種
類
の
生
産
物
を
生
産
し
て
い
る
工
場
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（33）　明治後期の工場生産

第4表産業大分類に亘る複数生産物生産の事例
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注1各欄とも上段は工場数，下段は畷工数。

の
数
と
、
そ
こ
に
働
く
職
工
数
を
示
す
と
、
第
四
表

の
様
に
な
る
。
表
側
の
産
業
の
生
産
物
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
産
業
大
分
類
の
他
に
、
表
頭
の
大
分
類
産
業
で

も
生
産
さ
れ
て
い
る
。
列
の
数
値
は
、
当
該
産
業
生

産
物
を
、
他
産
業
に
格
付
し
た
工
場
で
生
産
し
て
い

る
と
き
、
そ
れ
等
の
他
産
業
格
付
工
場
の
数
と
職
工

数
の
値
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
等
の
工
場
と
職
工

は
、
他
産
業
に
従
事
し
て
い
る
と
同
時
に
当
該
産
業

に
も
従
事
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
対
角
線
上
の
工
場
数
と
職
工
数
は
、
当
該
産
業

の
生
産
物
の
み
を
生
産
し
て
い
る
工
場
数
と
職
工
数

で
あ
る
。
産
業
大
分
類
枠
、
第
六
の
特
別
工
場
が
、

当
該
産
業
の
み
の
職
工
に
対
し
て
こ
の
種
の
他
産
業

格
付
職
工
の
比
重
が
、
九
・
九
％
、
第
二
の
機
械
・

器
呉
が
四
・
八
％
、
第
五
の
雑
工
業
が
、
二
・
九
％
で

あ
り
、
他
は
一
％
前
後
に
留
っ
て
い
る
。

　
い
ま
、
こ
の
様
な
複
数
産
業
に
亙
る
生
産
を
行
う

工
場
を
産
業
中
分
類
に
迄
分
け
て
検
討
し
て
み
る
。

　
複
数
生
産
物
生
産
工
場
の
産
業
格
付
　
今
あ
る
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

場
（
凡
）
が
二
つ
以
上
の
生
産
物
（
α
、
～
…
…
～
）
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を
生
産
し
て
い
る
と
「
工
場
通
覧
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
き
、

そ
れ
等
の
生
産
物
を
同
時
生
産
物
と
呼
ん
で
お
く
。
任
意
の
同
時

生
産
物
の
組
み
合
せ
（
の
、
　
肘
）
を
生
産
し
て
い
る
工
場
（
ハ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

－
巧
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
産
業
に
格
付
さ
れ
て
い
る
と
は
隈
ら

な
い
。
然
し
α
を
生
産
し
て
い
る
工
場
で
、
産
業
ヱ
に
格
付
さ
れ

て
い
る
も
の
の
大
部
分
が
肘
を
生
産
し
て
お
り
、
産
業
肌
に
格
付

　
　
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

さ
れ
～
を
生
産
し
て
い
る
工
場
の
大
部
分
が
α
を
生
産
し
て
い
る

と
す
る
と
、
そ
れ
等
の
工
場
が
、
産
業
工
に
椿
付
さ
れ
る
か
、
刎

に
格
付
さ
れ
る
か
は
、
そ
の
年
の
当
該
工
場
が
、
叫
と
～
と
の
い

づ
れ
を
た
ま
た
ま
多
く
作
っ
た
か
と
い
う
偶
然
的
変
動
の
結
果
で

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
α
と
～
と
を
生
産
す
る
要
素
投
入
量

と
し
て
は
、
産
業
－
と
伽
と
に
椅
付
さ
れ
た
ど
ち
ら
の
工
場
の
生

産
要
素
が
大
き
い
か
は
定
か
で
は
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
、
産
業

工
と
肌
と
の
生
産
要
素
計
で
叫
と
～
と
の
両
者
が
生
産
さ
れ
て
い

る
と
考
え
て
対
応
さ
せ
た
方
が
事
態
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
様
に
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
が
、
「
産
業
．
生
産
物

統
含
分
類
表
」
と
わ
れ
わ
れ
が
呼
ぷ
も
の
で
あ
る
。
相
互
に
同
一

の
同
時
生
産
物
を
作
る
と
し
て
統
合
す
る
際
の
基
準
は
、
他
産
業

に
属
す
る
同
時
生
産
物
を
生
産
す
る
工
場
数
と
職
工
数
が
、
当
該

産
業
の
工
場
数
・
職
工
数
の
十
％
を
越
し
て
い
る
こ
と
と
、
逆
に
、

そ
の
同
時
生
産
物
の
格
付
さ
れ
る
産
業
の
工
場
で
、
当
該
産
業
の

格
付
生
産
物
を
同
時
生
産
物
と
し
て
生
産
し
て
い
る
工
場
．
職
工

が
か
な
ら
ず
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
産
業
・
生
産
物
統
合

分
類
表
は
、
同
時
に
生
産
物
の
産
業
分
類
表
を
な
し
て
も
い
る
。

こ
の
様
な
形
で
、
産
業
・
生
産
物
の
対
応
関
係
の
付
す
こ
と
の
出

来
な
か
っ
た
の
は
、
全
部
で
二
一
業
種
で
あ
る
。

　
こ
の
様
に
生
産
価
額
デ
ー
タ
を
再
集
計
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

産
業
中
分
類
別
に
、
工
場
の
株
式
会
社
形
態
に
よ
る
資
本
調
達
比

率
、
工
場
の
動
カ
機
所
有
工
場
比
率
、
工
場
当
り
平
均
職
工
規
模
、

職
工
一
人
当
り
生
産
価
額
の
四
変
数
で
産
業
を
分
類
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
こ
の
四
変
数
で
、
先
に
示
し
た
近
代
型
工
場
工

業
・
伝
統
型
手
工
業
工
業
と
い
っ
た
類
型
化
が
ど
こ
迄
可
能
で
あ

る
か
を
検
討
し
て
み
る
。

　
二
、
産
業
の
再
分
類

　
各
産
業
中
分
類
業
種
は
、
無
動
カ
の
工
場
を
含
ん
で
い
る
が
、

こ
の
無
動
カ
エ
場
数
が
、
二
五
％
以
下
の
業
種
の
う
ち
、
化
学
雑

業
の
一
例
を
除
く
一
七
業
種
が
、
株
式
会
社
形
態
工
場
の
比
率
が

一
〇
％
未
満
で
あ
る
。
こ
れ
に
属
す
る
諸
業
種
は
、
ほ
ぽ
伝
統
的

手
工
業
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
今
こ
れ
を
T
（
け
、
邑
ま
昌
凹
一
）

群
と
呼
ぷ
。
こ
れ
と
対
照
的
な
も
の
が
、
動
カ
化
工
場
比
率
が
五
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（35）　明治後期の工場生産

○
％
以
上
で
、
株
式
会
社
所
有
工
場
が
二
〇
％
以
上
の
も
の
で
、

近
代
的
工
業
と
考
え
〃
（
昌
o
ま
昌
）
群
と
呼
ぶ
。
こ
れ
に
属
す
る

も
の
は
、
三
業
種
で
あ
る
。
一
方
、
動
力
化
比
率
は
、
同
じ
様
に
五

〇
％
以
上
で
あ
る
が
、
資
本
の
調
達
形
態
は
株
式
会
社
形
態
に
依

存
す
る
こ
と
の
少
く
、
株
式
会
社
所
有
工
場
比
率
が
一
〇
％
未
満

の
六
業
種
を
、
動
カ
化
志
向
産
業
と
し
て
p
（
唱
毒
H
昌
8
巨
篶

。
一
。
与
。
φ
）
群
と
呼
ぶ
。
こ
牝
と
対
照
脚
な
株
苛
会
社
所
有
工
場

第3図動カ化比率と株式会社所有工場比率
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％
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　　　122

　　　1　　33・
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　　　い1

　　　1C’群

　C一群1　　C群

　　　；　株式全社所有率

20　　　　　　％

比
率
二
〇
％
以
上
で
あ
る
が
、
動
カ
化
比
率
二
五
％
以
下
の
業
種

を
会
社
形
態
に
よ
る
資
本
調
達
型
と
し
て
0
（
8
｛
o
量
戌
昌
o
H
－
－

竃
↓
＆
）
群
と
呼
ぶ
。
こ
の
時
点
に
関
し
て
は
空
集
合
で
あ
る
。

　
い
ま
動
カ
化
比
率
、
株
式
会
社
所
有
工
場
比
率
の
両
変
数
に
つ

い
て
、
〃
と
T
の
中
間
的
な
業
種
は
、
異
質
な
性
楕
の
工
場
を
同

一
業
種
内
に
混
在
し
て
い
る
可
能
性
が
強
い
。
今
動
カ
化
比
率
・

株
式
会
社
所
有
工
場
比
率
の
双
方
が
中
間
的
な
も
の
を
x
（
即
ち

前
者
が
二
五
－
五
〇
％
、
後
者
が
、
一
〇
1
二
〇
％
）

群
、
動
カ
化
比
率
の
み
が
中
間
的
な
も
の
を
戸
群
、

株
式
会
社
所
有
工
場
比
率
の
み
が
中
間
的
な
も
の
を

σ
群
と
す
る
。
X
、
戸
、
0
’
、
各
一
、
六
、
二
業
種

で
あ
る
。
（
図
示
す
る
な
ら
ぱ
、
第
4
図
と
な
る
。
）

　
x
、
σ
は
、
西
欧
か
ら
の
新
技
術
を
動
カ
機
以
外

の
面
で
、
導
入
し
た
と
想
定
さ
れ
る
業
種
を
含
ん
で

お
り
、
戸
は
、
伝
統
産
業
の
技
術
変
化
を
も
た
ら
し

た
業
種
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

　
こ
の
伝
統
型
．
近
代
西
欧
移
植
型
と
い
っ
た
区
分

に
使
用
し
た
諸
変
数
の
境
界
値
は
、
何
等
か
の
理
論

的
根
拠
の
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
先
の
動
カ
機
種
類

と
職
工
規
模
、
年
間
就
業
日
数
等
か
ら
導
き
出
し
た

29？
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第4図　職工一人当生産価額と平均職工規模
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80人

O01

業
種
の
類
型
化
に
合
致
す
る
値
か
ら
事
後
的
に
設
定
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
際
職
工
規
模
三
〇
人
未
満
の
工
場
は
、
在
来
的
技
術

の
可
能
性
が
高
い
と
推
定
し
た
が
、
職
工
規
模
分
布
が
パ
レ
ー
ト

分
布
を
し
て
い
る
の
で
、
業
種
毎
の
乎
均
職
工
規
模
で
は
、
二
〇

人
未
満
の
業
種
が
、
ほ
ぽ
こ
れ
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

職
工
規
模
の
産
業
が
平
均
職
工
一
人
当
り
ど
の
程
度
の
生
産
額
を

生
み
出
し
て
い
る
か
（
平
均
職
工
当
り
労
働
生
産
性
）
を
見
る
と
、

一
〇
〇
円
程
度
と
い
う
の
が
一
つ
の
境
界
点
と
仮
定
し
う
る
。
即

ち
年
問
就
業
日
数
を
三
〇
〇
日
と
し
て
、
生
産
価
額
中
の
賃
金
支

払
額
比
率
を
一
五
％
と
見
た
と
き
、
日
給
五
〇
銭
、
即
ち
専
業
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

男
子
職
工
の
日
給
水
準
を
確
保
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
れ
以
下
の
業
種
は
、
季
節
副
業
的
な
職
工
を
雇
っ
て
い
る
か
、

女
子
・
若
年
労
働
者
程
度
の
賃
金
し
か
支
払
う
余
カ
が
な
い
と
推

測
し
う
る
。
こ
れ
に
対
し
、
一
人
当
り
生
産
価
額
五
千
円
を
越
す

業
種
が
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
前
記
の
基
準
で
は
、
職
工
一
人
当
り
日

給
二
円
五
銭
に
相
当
す
る
が
、
こ
れ
は
技
師
を
傭
う
こ
と
が
出
来

る
金
額
で
あ
り
、
付
加
個
値
比
率
が
同
じ
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
高

利
潤
取
り
分
の
あ
る
業
種
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
が
出
来
る
。

　
こ
の
よ
う
な
基
準
を
導
入
し
て
、
先
の
業
種
分
類
に
何
等
か
の

変
更
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
か
を
検
討
し
て
み
る
。

　
丁
群
中
の
、
発
火
物
製
造
業
と
、
羽
毛
製
品
業
は
平
均
職
工
規

模
で
二
〇
人
以
上
で
、
前
者
は
マ
ヅ
チ
エ
場
の
影
響
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
後
者
は
、
一
人
当
り
生
産
価
額
も
低
く
、
伝
統
的
な

手
工
業
の
規
模
拡
大
で
あ
る
と
堵
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
従
業
員
規



（37）　明治後期の工場生産
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工場数
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近
　
　
代

工場数

職工数
生産価額

合
　
　
計

模
は
低
い
が
、
醸
造
業
は
、
江
戸
期
以
来
の
資
本
の
蓄
積
を

行
い
、
多
方
面
で
の
兼
業
と
い
う
形
で
資
金
運
用
が
行
わ
れ

て
い
る
点
で
、
他
と
異
り
、
む
し
ろ
伝
統
と
近
代
と
の
中
間

型
と
考
え
ら
れ
る
。

　
p
群
の
う
ち
で
、
職
工
規
模
二
〇
人
以
上
の
業
種
は
、
金

属
精
煉
、
機
械
・
船
舶
、
製
糸
の
三
業
種
で
あ
る
が
、
金
属

精
煉
業
の
み
が
、
一
人
当
り
生
産
額
五
千
円
以
上
で
、
近
代

型
の
製
煉
技
術
の
導
入
後
の
状
況
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
　
、
p
群
の
六
業
種
は
す
べ
て
職
工
規
模
二
〇
人
以
下
で
あ
る

が
、
木
竹
蔓
茎
製
品
業
と
缶
詰
・
瓶
詰
業
が
、
蒸
気
機
関
に

よ
る
近
代
産
業
的
動
カ
化
を
行
っ
て
い
る
。
前
者
は
、
そ
の

産
業
名
が
伝
統
工
業
風
で
あ
る
が
、
マ
ヅ
チ
軸
木
生
産
工
場

の
合
ま
れ
る
こ
と
影
響
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
、
o
群
の
二
業
種
は
、
い
づ
れ
も
一
人
当
り
生
産
価
額
五
千

円
を
越
し
、
職
工
規
模
二
〇
人
以
上
で
あ
る
。

　
x
群
の
製
薬
業
と
化
学
雑
業
は
、
伝
統
的
な
工
業
産
品
も

含
ん
で
い
る
が
、
株
式
会
社
比
率
等
を
考
慮
に
入
れ
イ
近
代

的
産
業
に
分
類
し
て
お
く
。

　
さ
ら
に
こ
れ
等
の
藷
工
場
を
、
年
間
平
均
操
業
日
数
二
八
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○
日
未
満
、
ま
た
は
男
工
比
率
が
五
〇
％
未
満
の
も
の
を
、
農
村

等
に
お
け
る
兼
業
的
な
労
働
カ
供
給
の
可
能
性
の
あ
る
も
の
と
し

て
、
二
区
分
を
行
う
と
、
第
五
表
の
様
な
産
業
区
分
が
得
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
六
大
分
類
に
従
っ
て
、
工
場
数
、
職
工
数
、
生
産
価

額
を
求
め
る
と
、
明
治
後
期
に
お
け
る
工
場
生
産
工
業
と
い
わ
れ

る
も
の
の
実
態
を
第
六
表
の
形
で
示
す
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
な

か
に
は
、
こ
れ
迄
、
産
業
・
生
産
物
統
合
分
類
表
か
ら
除
い
た
一

四
業
種
も
一
応
楮
付
し
て
み
て
あ
る
。

　
こ
の
表
か
ら
色
濃
く
浮
び
あ
が
っ
て
来
て
い
る
の
は
、
伝
統
・

近
代
の
中
間
型
工
業
の
比
重
の
高
さ
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ぱ
、
江

戸
期
以
来
の
需
要
構
造
に
適
合
し
た
在
来
的
工
業
生
産
物
を
動
力

化
等
の
形
で
技
術
的
変
容
を
と
げ
た
部
分
の
重
要
性
で
あ
る
。

　
ま
た
専
業
・
兼
業
の
区
分
に
着
目
す
る
と
、
近
代
産
業
と
伝
統

産
業
で
専
業
的
職
工
に
よ
る
部
分
の
比
重
が
低
い
の
に
対
し
て
、

中
間
産
業
で
は
、
専
業
的
職
工
の
比
重
が
高
く
、
こ
れ
が
、
古
島

敏
雄
教
授
の
強
調
さ
れ
た
江
戸
期
以
来
の
伝
統
的
産
業
か
ら
の
自

生
的
展
開
の
一
都
に
対
応
す
る
と
も
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
結
論
と
し
て
、
近
代
的
な
西
欧
移
植
型
工
業
は
、
明
治
末
期
に

あ
っ
て
も
、
ま
だ
絶
対
的
優
位
に
達
し
た
と
は
い
わ
れ
な
い
。
江

戸
期
に
達
成
し
て
い
た
技
術
水
準
や
資
本
蓄
積
の
状
況
の
明
治
以

降
で
の
変
容
の
過
程
こ
そ
が
、
重
要
な
点
と
な
っ
て
来
る
。

　
（
1
）
　
精
穀
、
精
粉
業
を
同
時
生
産
物
と
す
る
事
例
は
、
四
大
産
業
分

　
　
類
、
一
八
中
分
類
の
三
九
工
場
、
職
工
数
計
七
二
〇
人
に
及
ん
で
い

　
　
る
o

　
（
2
）
　
男
・
女
職
工
以
外
に
労
働
者
を
価
っ
て
お
り
そ
の
賃
金
支
払
額

　
　
を
含
め
る
と
、
一
五
％
を
越
え
る
可
能
性
は
あ
る
。
ま
た
付
加
価
値

　
　
率
が
ど
の
程
度
と
見
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
は
未
解
決
で
あ
る
。
特

　
　
に
「
工
場
生
産
価
額
」
と
い
う
値
自
体
が
、
農
商
務
省
に
よ
っ
て
、

　
　
原
樹
料
部
分
の
同
一
工
場
内
で
の
重
複
計
算
の
可
能
性
が
あ
る
か
否

　
　
か
に
つ
い
て
は
判
ら
な
い
と
記
し
て
い
る
だ
け
に
間
題
は
さ
ら
に
複

　
　
雑
と
な
る
。
こ
こ
で
の
基
準
点
の
設
定
は
、
あ
く
ま
で
も
慾
意
的
な

　
　
も
の
で
あ
る
。
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